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北口雄幸のプロフィール

・1956 年（昭和 31）8 月 25 日

農家の４男坊として生まれる。

・士別市立大和小学校、上士別中学

校を卒業。

・1972 年、士別高校入学と同時に

レスリングに没頭。３年では主将

を務め、高校選手権北海道大会で

は 56 ㎏級で準優勝。

・1975 年、高校卒業と同時に士別

市役所に勤務。林務課、市立病院

医事課、市民課、建築課住宅担当

などに勤務。この間、自治労士別

市職労及び自治労旭川地区本部の

専従役員として労働運動に参加。

・2006 年 3 月、31 年間勤務した

市役所を退職。同年 4 月の士別市

議会議員選挙では、1,365 票を獲

得してトップ当選を飾る。

・2007 年 4 月の北海道議会議員選

挙（上川選挙区）に挑戦。初陣で

27,454 票を獲得しトップ当選。

・2011 年 4 月の道議選挙では、無

投票当選で 2 期目を飾る。

・現在、民主党・道民連合会派及び

民主党北海道の副幹事長。超党派

の農政議連及び林活議連役員とし

て、一次産業の振興を図る。

皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
総
選

挙
で
は
、
安
倍
政
権
に
三
分
の

二
を
超
え
る
議
席
を
与
え
る
結

果
と
な
り
、
不
安
と
同
時
に
平

和
の
危
機
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
住
む
北

海
道
６
区
で
は
、
佐
々
木
隆
博

さ
ん
が
２
年
ぶ
り
に
議
席
を
奪

還
す
る
な
ど
、
民
主
党
へ
の
信

頼
回
復
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

人
に

投
資
す
る

政
策
を

北
海
道
経
済
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
環
境
を
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
ず
、
加
え
て
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
の
悪
影
響

で
負
担
だ
け
が
増
え
、
民
主
党

の
党
是
で
あ
る
『
人
に
投
資
す
る

政
策
』
を
具
体
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

米
価
下
落
に

悲
鳴

ま
た
、
昨
年
の
稲
作
に
つ
い

て
は
、
豊
作
基
調
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
別
所
得
補

償
が
半
減
さ
れ
、
さ
ら
に
米
価

が
大
幅
に
下
落
し
た
こ
と
か
ら
、

農
家
の
皆
様
か
ら
は
、
悲
鳴
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
戸
別
所
得
補

償
制
度
の
法
制
化
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
畑
作
に
つ
い
て
は
、

五
年
ぶ
り
に
て
ん
菜
が
豊
作
と

な
り
、
基
準
糖
度
の
見
直
し
も

な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の

所
得
の
確
保
が
見
込
め
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

つ
い
て
は
、
農
業
は
も
と
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
影
響
が

多
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
時

撤
退
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

一
次
産
業
の

振
興
を

私
の
政
治
信
条
は
、「
地
域
で

頑
張
る
人
が
報
わ
れ
る
社
会
の

実
現
」
で
あ
り
、
私
は
現
在
、

会
派
及
び
民
主
党
北
海
道
の
副

幹
事
長
、
さ
ら
に
農
政
議
連
及

び
林
活
議
連
の
役
員
と
し
て
、

北
海
道
の
農
業
を
は
じ
め
と
す

る
一
次
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
が
、
地
域
創
生
に
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
は
、
可
能
性
豊
か
な

地
域
で
す
。
道
民
の
知
恵
と
工

夫
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く
ま
し

い
地
域
に
飛
躍
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
、
そ
の
為
に
も
私

は
、
人
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ

と
り
の
発
想
や
想
い
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
政
治
家
を

貫
き
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
決

意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

ふ

る

さ

と

元
気
な

郷
土
め
ざ
し

新
年
を
迎
え
決
意
新
た
に
！

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり
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総
選
挙
で
日
程
変
更

今
定
例
会
は
、衆
議
院
総
選
挙

が
、
12
月
２
日
公
示
、
14
日
投

開
票
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
一
般
質
問
を
終
了
し

た
時
点
で
休
会
し
、
総
選
挙
終

了
後
に
予
算
特
別
委
員
会
で
の

質
疑
を
再
開
す
る
変
則
的
な
日

程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
銀
に
よ
る
大
規
模
な
金
融

緩
和
策
に
よ
っ
て
、
株
高
と
円

安
ば
か
り
を
誘
導
す
る
安
倍
政

権
の
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
本
道
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

に
打
撃
を
与
え
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
知
事
は
「
景
気
回
復

が
実
感
で
き
な
い
と
の
声
が
あ

る
」
な
ど
と
、
ひ
ず
み
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
認
め
る
答
弁
は

行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
す

る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は

「
地
方
の
消
費
を
喚
起
す
る
経

済
対
策
が
必
要
」
な
ど
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

主
体
性
な
い
知
事
答
弁

こ
の
ほ
か
、
原
発
再
稼
働
や

大
間
原
発
へ
の
対
応
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
、
地
域
政
策
と
人

口
減
少
対
策
、
新
幹
線
の
本
道

乗
り
入
れ
に
伴
う
対
処
、
観
光

振
興
対
策
、
カ
ジ
ノ
誘
致
へ
の

対
応
な
ど
、
山
積
す
る
重
要
課

題
へ
の
議
論
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
今
定
例
会
で
も
知
事
か
ら

は
、「
国
の
対
応
待
ち
」
ば
か
り

で
、
道
と
し
て
の
主
体
性
が
一

向
に
見
え
な
い
答
弁
が
続
き
ま

し
た
。

補
正
予
算
に

137
億
円

可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、

電
気
料
金
再
値
上
げ
に
伴
う
緊

急
対
策
事
業
費
な
ど
一
般
会
計

１
３
５
億
７
３
０
０
万
円
、
特

別
会
計
１
億
５
１
０
０
万
円
。

こ
れ
で
、
26
年
度
道
予
算
は
、

一
般
会
計
２
兆
７
４
４
６
億
円
、

特
別
会
計
６
１
３
３
億
円
の
合

計
３
兆
３
５
７
９
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

北
口
雄
幸
道
議
は
、
11
月
５

日
の
総
合
政
策
委
員
会
に
お
い

て
「
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

に
つ
い
て
」、
11
月
６
日
の
産
炭

地
域
振
興
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

調
査
特
別
委
員
会
で
は
「
電
気

料
金
の
再
値
上
げ
に
つ
い
て
」

の
質
問
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事

業
の
市
町
村
へ
の
限
度
額
が
拡

充
さ
れ
、
電
気
に
よ
る
暖
房
も

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

会
派
及
び
林
活
議
連
で

中
央
要
請
実
施

北
海
道
議
会
民
主
党
・
道
民

連
合
議
員
会
で
は
、
総
選
挙
後

の
12
月
25
日
、
来
年
度
の
国
費

予
算
編
成
等
へ
の
提
言
・
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
で
は
、
総
務
省

に
対
し
『
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
』、
経
済
産
業
省
に
対
し
て

は
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
』、
農
林

水
産
省
に
は
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
』
及
び

『
農
林
漁
業
の
再
生
、
農
山
漁

村
の
活
性
化
』、
厚
生
労
働
省
に

は
『
雇
用
ル
ー
ル
』
な
ど
に
つ

い
て
で
す
。

ま
た
、
前
日
の
24
日
に
は
、

北
海
道
森
林
・
林
業
活
性
化
議

員
連
盟
（
道
林
活
議
連
）
の
役

員
と
し
て
、
「
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
基
金
」
の
継
続

ま
た
は
恒
久
的
な
制
度
を
求
め

ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

▼
少
人
数
学
級
の
取
り
組
み

の
充
実
・
強
化
及
び
教
職
員
定

数
の
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

▼
若
者
の
「
使
い
捨
て
」
が
疑

わ
れ
る
企
業
等
に
対
す
る
指
導

監
督
等
の
強
化
を
求
め
る
意
見

書
▼
外
形
標
準
課
税
の
中
小
企

業
へ
の
適
用
拡
大
時
期
等
に
つ

い
て
慎
重
な
判
断
を
求
め
る
意

見
書
▼
農
業
委
員
会
改
革
に
関

し
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
意
見

書
▼
私
立
専
修
学
校
に
関
す
る

新
学
校
種
の
創
設
と
財
源
措
置

に
関
す
る
意
見
書
▼
将
来
に
わ

た
り
安
全
・
安
心
な
医
療
制

度
の
提
供
を
求
め
る
意
見
書

▼
日
ロ
フ
ェ
リ
ー
定
期
航
路
の

存
続
支
援
を
求
め
る
意
見
書
▼

地
域
雇
用
政
策
に
関
す
る
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
▼
農
協
系
統
組
織
の
自
己
改

革
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
等
を

求
め
る
意
見
書

第
四
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
26
日
～
12
月
19
日
）

電
気
料
金
再
値
上
げ
の
影
響
な
ど
を
質
問
（
11
月
６
日
）

道農連から佐々木隆博衆議への要請に同席
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

富良野土地改良区の皆さんと記念撮影（10 月 11 日）

TPPTPP

サンルダム本体工事着工記念祝賀会（10 月 26 日）

士別農民連盟が道議会訪問（11 月 25 日） 枝野幸男民主党幹事長を囲んで昼食会（11 月 3 日）

天草エアラインを視察調査（10 月 16 日）

朝日水力発電所を山谷副知事に要請（10 月 29 日）

北海道功労賞贈呈式に出席（12 月 16 日）林活議連役員として中央要請（12 月 24 日）

さっぽろ市士別ふるさと会（11 月 1 日）天塩川塾忘年会（12 月 26 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
12
日
【
パ
ン
プ
キ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】
▼
「
わ
っ
さ
む

パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
４
」
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ

南
瓜
の
共
励
会
や
農
産
物
の
販

売
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
多

く
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
、
奥
山
盛
和
寒
町
長
に
ご

案
内
い
た
だ
き
、
ペ
ポ
カ
ボ
チ

ャ
の
活
用
を
進
め
る
北
海
道
の

担
当
者
や
業
者
の
方
と
意
見
交

換
。
ペ
ポ
カ
ボ
チ
ャ
の
種
で
食

用
や
薬
用
へ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
前
立
腺
の
病
気
等
の

効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
薬
事
法
が
そ
の

効
能
書
き
を
認
め
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
見
直
し
も

課
題
で
あ
る
と
い
う
。
今
後
、

か
ぼ
ち
ゃ
と
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

進
め
る
和
寒
町
を
し
っ
か
り
応

援
し
た
い
。

◆
11
月
３
日
【
富
良
野
市
表
彰

式
】
▼
平
成
26
年
度
の
富
良
野

市
功
労
・
貢
献
表
彰
式
で
は
、

３
名
が
功
労
表
彰
さ
れ
、
２
名

が
貢
献
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

私
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
人
口

減
少
社
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
知

恵
が
左
右
す
る
。
こ
れ
か
ら
も

富
良
野
市
の
発
展
に
努
力
し
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
な
お
、
今
回
受
賞
さ

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
。

【
功
労
表
彰
】

児
島
應
龍
氏
（
自
治
功
労
）

宇
佐
美
正
光
氏
（
自
治
功
労
）

佐
伯
勝
利
氏
（
教
育
体
育
功
労
）

【
貢
献
表
彰
】

黒
須
勝
美
氏
（
地
域
自
治
）

阿
部
享
氏
（
公
共
の
福
祉
増
進
）

◆
11
月
11
日
【
玉
川
水
道
水
源

調
査
】▼
美
深
町
の
玉
川
水
道
管

理
組
合
は
、
美
深
町
か
ら
指
定

管
理
を
受
け
、
美
深
町
の
美
西

地
区
約
20
戸
の
飲
料
水
や
家
畜

の
水
を
供
給
し
て
い
る
。
今
日

の
現
地
調
査
は
、
地
元
の
依
頼

を
受
け
、
水
源
地
近
く
に
あ
る

砂
防
ダ
ム
に
土
砂
が
堆
積
し
、

そ
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
河
川
の
増
水
時
な

ど
で
は
濁
る
現
象
が
起
こ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
原
因
と
な
る
砂

防
ダ
ム
な
ど
を
調
査
し
て
き
た
。

こ
の
砂
防
ダ
ム
は
、
20
年
以

上
も
前
に
建
設
さ
れ
、
土
砂
が

堆
積
し
、
落
下
す
る
水
を
受
け

る
蛇
籠
も
老
朽
化
し
て
い
た
。

現
地
調
査
後
は
、
役
場
及
び

砂
防
ダ
ム
を
管
理
す
る
道
の
出

先
機
関
を
訪
問
し
、
地
域
の
声

を
伝
え
、
現
地
調
査
と
そ
の
対

策
を
要
請
し
て
き
た
。

◆
12
月
21
日
【
復
活
！
朝
日
商

店
街
】
▼
『
朝
日
町
の
昭
和
の
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
！
』
と
、

「
復
活
！
朝
日
町
商
店
街
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
日
は
、
あ
い
に
く
の
吹
雪
模

様
で
あ
っ
た
が
、
町
内
商
店
に

よ
る
売
り
出
し
や
道
道
沿
い
の

空
き
店
舗
を
利
用
（
復
活
）
し
、

町
内
各
団
体
や
町
外
事
業
所
に

よ
る
臨
時
営
業
も
実
施
さ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
。

私
も
、
笹
寿
司
を
求
め
た
が
、

開
店
30
分
ほ
ど
で
売
り
切
れ
、

人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

私
は
、
旧
佐
藤
医
院
で
整
体
を

受
け
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
高
橋
知
事
は
、
12
月
の
第
４

回
定
例
会
で
「
地
域
と
行
政
に
熟

知
し
た
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
」

と
述
べ
、
事
実
上
の
４
選
出
馬
を

表
明
し
、
１
月
４
日
に
出
馬
会
券

を
行
っ
た
▼
北
海
道
は
人
口
減

少
や
超
高
齢
社
会
で
厳
し
い
状

況
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
４
選
出

馬
の
前
に
、
３
期
12
年
で
何
を

し
、
そ
の
結
果
北
海
道
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
か
を
自
ら
総
括
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
事
を
道
民
に
明
ら
か
に
し

た
上
で
４
選
出
馬
を
検
討
す
る

の
が
筋
だ
と
思
う
▼
３
期
12
年

で
で
き
な
い
こ
と
が
４
期
目
で

で
き
る
と
は
到
底
思
え
な
い
の

だ
▼
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
新
し
い

発
想
が
必
要
と
思
う
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
。

（
ゆ
う
こ
う
）

奥山町長と西本組合長と記念撮影

受賞された皆さんと記念撮影

美深町の玉川水道水源地を調査

吹雪の中の「復活！朝日商店街」


